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　神戸町で講師として活躍しませんか？
　神戸町では、知識・経験・才能を活かして、
地域で活躍できる方を募集しています。
　個人または団体でお申込みください。
　ご登録いただくことで、中央公民館・地区公民
館など生涯学習の各講座でご指導いただけます。
　登録用紙は神戸町ホームページからダウン
ロードできます。
　「暮しのガイド」→「生涯学習・スポーツ」→「講
座・教室講師登録」

提出・問い合わせ先：
〒503－2305
神戸町大字神戸1203番地

　保護者等が仕事などで昼間家庭にいない児童
の保育をしていただける方を募集しています。
勤務時間：平日　13:30～19:00
　　　　　（週3日以上勤務できる方）
　　　　　長期休暇　7:00～19:00のうち
　　　　　要相談（シフト制）
勤務場所：神戸小学校、南平野小学校、
　　　　　北小学校、下宮地区公民館
募集人員：若干名
賃　　金：938円～

　教員免許、保育士等有資格者　時給983円
　大学生（夏休み期間等）　　　　時給897円

応募資格：不問（高校生不可）
選考方法：書類審査と面接
応募方法：事前に電話連絡のうえ、履歴書と資

格証の写しを教育課へ持参してくだ
さい。

http://www.town.godo.gifu.jp/
life/sho_supo/sho_supo20.html

生涯学習
各種講座・教室の講師募集

放課後児童クラブ
指導員募集

場　所：中央公民館 １階展示ホール
期　間：１月５日（水）～１月30日（日）
時　間：8:30～21:00 （休館日：毎週火曜日）

　日比野五鳳記念美術館では、県現代陶芸美術館（多治見市）の
収蔵作品展を開催しており、近現代の名品と共に「やきもので
暮らす」をテーマに、国内外の陶磁器作品を展示しています。
　期間中の催しとして、12月18日（土）にワークショップ「イ
ヤープレートをつくって新年を迎えよう」が開催されました。
15名が参加し、講師の柴田正太郎先生に作り
方を教えてもらいながら、「転写」の技法を使っ
てプレートに思い思いの模様をつけました。
参加した小学生は「干支の寅をたくさん貼り付
けるのが大変だったけど、上手に出来て楽し
かった」と感想を話してくれました。

MoMCAサテライトミュージアムが開催中

MoMCAサテライトミュージアム
会　期：～1月23日（日）（休館：毎週火曜・～1月4日）
会　場：日比野五鳳記念美術館　　観覧料：無料
時　間：9:00～16:00（入館は15:30まで）
主　催：県現代陶芸美術館、町教育委員会
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小林 正樹さん（川西）
12月11～12日に茨城県で開催された

「第27回全日本自転車競技選手権大会シ
クロクロス」に出場しました。

自転車

生涯学習課　 27-0182

　10種目の少年団で団員を募集します。各種
目の活動日数や団費、入団手続きなど詳細につ
きましては、1月中旬に各幼児園・小学校を通
じて配布します団員募集要項をご覧ください。
★小学校新1年生以上
の入団募集を行ってい
ます。（新3年生以上の
募集となる単位団もあ
ります。）

　12月５日（日）に、青年のつどい協議会が主催するじゃがいもの収穫
体験が行われました。当日は親子19組56名が参加。収穫するじゃがい

もは、この日のために同協議会が
9月に植え付けしたものです。土
を掘っていくと多くのじゃがいも
が姿を見せ、子どもたちの喜ぶ声
が上がりました。参加者は「普段
スーパーでしか見ないじゃがいも
を掘り出すのが楽しかった。たくさ
んとれたので、帰ったらみんなで
食べたいです」と話していました。

令和4年度
スポーツ少年団 団員募集!!

こども農業体験　じゃがいも収穫

岐阜県公共図書館協議会加盟館
共通テーマ資料の展示
テーマ：SDGs
期　間：１月５日(水)～１月27日(木)

難病図書フェアー
NPO法人岐阜県難病団体連絡協議会主催の『難病図書フェアー』
に今年度も参加します。この機会に少しでも難病のこと、難病
に向き合う患者・家族さんのことを知ってください。
期　間：１月29日(土)～２月20日(日)

展示室のご案内
郷土作家「飛山濃水の文学」
巡回パネル展示～1月27日（木）

町立図書館　 27-9866
［1月の休館日］ 1日（土）、2日（日）、3日（月）、11日（火）、17日（月）、24日（月）、28日（金）、31日（月）

「SDGsな生活のヒント　
 あなたの物の使い方が地球を救う」

タラ・シャイン／著
武井摩利/訳
創元社　519シ
　日常生活で使う100以上の
品物を取り上げ、どのような
使い方をすれば地球に負荷を
かけずに生活できるかを解説
する。持続可能な生活をする
ためのヒント、環境問題に関
する各国の取り組みも紹介。

新刊図書のご紹介

　「家庭の日」運動は、1955年（昭和30年）に鹿児
島県の小さな町で始まりました。家族の絆が薄れ
つつあることから「家庭を大切に」という願いと、当
時ほとんど休みのなかった農業従事者のための「農

休日」をという考えが一緒になって生まれました。
　岐阜県では、昭和42年に岐阜県家庭の日を定める条例を設
置し、毎月第3日曜日を「家庭の日」と定めました。家庭は、ふ
れあいと安らぎの場であるとともに、青少年の人格が形成され
る基盤です。また、人との関係のあり方や社会のルールを学ぶ
場でもあります。
　これらのことを家庭や地域が再認識し、「心豊かで明るい家
庭」づくりを進めることが望まれています。「家庭の日」をきっ
かけにして、家庭の大切さや家族のあり方につ
いて見つめ直してみましょう。
　今月の家庭の日は1月16日（日）
　家族みんなで、1年の計画を話し合いましょう。

家庭の日
とは

全国大会出場
（敬称略）
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